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藻
原
寺
山
門
の
両
側
に
安
置
さ
れ

て
い
る
仁
王
像（
二
王
と
も
書
く
）
は

仁
王
様
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
金
剛
力
士
像
で
あ
る
。
門
の

正
面
向
か
っ
て
右
側
の
像
は
阿あ

ぎ
ょ
う形
の

金
剛
像
、
左
側
の
像
は
吽う

ん
ぎ
ょ
う形
の
力
士

像
、
共
に
髻

も
と
ど
りか
ら
足
の
裏
ま
で
の
高

さ
は
二
八
五
・
〇
㎝
で
、
材
質
は
桧
の

寄
木
造
り
で
あ
る
。

こ
の
金
剛
力
士
像
は
、
共
に
藻
原

寺
伽が

ら
ん藍
の
守
護
神
で
あ
る
。
金
剛
像

は
体
を
や
や
右
に
向
け
左
手
を
肩
ま

で
上
げ
持
物
の
金こ

ん
ご
う剛
杵し

ょ

を
持
っ
て
い

る
。
力
士
像
は
や
や
左
を
向
い
て
持

物
は
な
い
。
共
に
勇
猛
果
敢
な
相
を

し
て
い
る
。

新
た
に�

�

山
本　

明
美

の
ぼ
っ
て
来
た

今
日
の
太
陽

昨
日
と
は
ち
が
う

真
新
し
い

今
日
の
太
陽

昨
日
の
太
陽
は

き
の
う
の
夕
方

火
の
よ
う
に
赤
く

西
の
山
に

燃
え
落
ち
た
か
ら

も
う
い
な
い

薄
桃
色
に

澄
ん
だ
朝

の
ぼ
っ
て
来
た

今
日
の
太
陽
は

過
ぎ
た
日
の
こ
と
を

何
も
知
ら
な
い

た
っ
た
今

こ
の
瞬
間
か
ら

始
ま
る
こ
と
し
か

分
か
ら
な
い

踏
み
出
そ
う

前
を
向
い
て

新
し
い
時
の
中
へ

◎選評　斎藤正敏
　今日の太陽は今日の太陽。人間の視点からはそう見えますね。今日の太陽から踏み出す一歩。
はじまりは常に新鮮です。
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こ
の
像
が
作
ら
れ
た
の
は
、
平
成

十
四
年
に
解
体
修
理
し
た
際
、
頭
部

内う
ち

刳ぐ

り
の
墨
書
銘
に
よ
り
明
ら
か
に

な
っ
た（
仁
王
像
の
寄
進
者
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
七
年
広
報
も
ば
ら
七

月
一
日
号
に
寄
稿
し
た「
藻
原
寺
の
山

門
を
造
り
、
大
堂
を
改
修
し
た
書
家　

花
房
雲
山
」
を
参
照
）。

作
者
は
、
関
東
大
仏
工
相
州
鎌
倉

住
法
印
長
盛
、
小
仏
工
等
で
あ
る
。

阿
形
の
金
剛
像
に
は
、「
壬
戌
年
九

月
十
八
日
木
取
初
」
と
あ
り
、
そ
の

後
に「
水
神
山
湲
年
七
月
一
日
成じ

ょ
う
じ
ゅ就

畢お
わ
ん
ぬ」
と
あ
る
。
壬
戌
年
は
永
禄
五

年（
一
五
六
二
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

木
取
り
の
始
ま
り
は
、
同
年
の
九
月

十
八
日
で
、
成
就
し
た
日
は
、
吽
形

の
力
士
像
と
同
様
、
翌
六
年
の
七
月

一
日
と
思
わ
れ
る
。

吽
形
の
力
士
像
は
、「
永
禄
陸ろ

く
み
ず
の
と癸

亥い

柒し
ち

月
一
日
」
と
墨
書
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
永
禄
六
年（
一
五
六
三
）
七
月

一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
阿
形
の
金
剛

像
と
同
様
成
就
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
他
仁
王
堂
と
金
剛
力
士
像

を
寄
進
す
る
事
に
合
わ
せ
て
近
隣
の

僧
俗
等
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
永
禄
年
間（
一
五
五
八

～
一
五
七
〇
）
と
い
う
時
代
は
ど
の

様
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
世
は
正

に
戦
国
時
代
、
織
田
信
長
が
台
頭
し
、

関
東
に
あ
っ
て
は
、
小
田
原
北
条
氏
、

安
房
里
見
氏
と
の
抗
争
に
、
甲
斐
の

武
田
氏
、
越
後
の
上
杉
氏
も
絡
み
混

沌
と
し
た
政
治
情
勢
の
中
、
野
田
醤

油
の
祖
と
言
わ
れ
る
飯
田
市
郎
兵
衛

が
豆た

ま
り油
か
ら
醤
油
を
醸
造
し
、
甲
斐

の
武
田
氏
に
溜た

ま
り
じ
ょ
う
ゆ

醤
油
を
納
め
た
と
さ

れ
る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

近
隣
で
は
、
勝
浦
城
主
の
正
木
時

忠
が
、
主
家
の
里
見
氏
に
反
旗
を
翻

し
、
同
族
の
一
宮
城
主
正
木
憲
時
を

攻
略
、
こ
の
戦
火
で
一
宮
玉
前
神
社

が
焼
失
し
た
と
さ
れ
る
な
ど
不
安
定

な
時
代
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
現
在
の
山
門（
仁
王
門
）

は
、
昭
和
八
年
に
建
替
え
ら
れ
藻
原

寺
の
み
な
ら
ず
茂
原
の
象
徴
と
も

な
っ
て
い
る
。
筆
者
が
幼
い
頃
古
老

達
は
藻
原
寺
の
こ
と
を
大
坊（
デ
ー
ボ

ウ
）
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
、
総

門
か
ら
山
門
ま
で
の
参
道
に
坊
が
多

く
建
て
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、

坊
が
な
く
な
り
参
道
の
両
脇
に
松
が

植
え
ら
れ
、
藻
原
寺
へ
行
く
度
、
古

老
か
ら
こ
の
松
の
木
に
は
天
狗
が
住

ん
で
い
る
と
よ
く
聞
か
さ
れ
た
事
が

あ
る
。
そ
れ
程
の
松
の
大
木
が
生
い

茂
り
，
松
の
間
か
ら
仁
王
門
の
屋
根

が
微
か
に
見
え
る
程
度
で
あ
っ
た
。

現
在
は
松
に
代
り
桜
並
木
と
な

り
、
花
見
客
で
大
い
に
賑
う
名
所
と

な
っ
て
い
る
。
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▲阿
あぎょう

形の金剛像▲吽
うんぎょう

形の力士像

藻
原
寺
の
仁
王
様

金こ

ん

剛ご

う

力り

き

士し

像ぞ

う


